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	応用
	抗原情報
	背景
	転写活性化因子。性分化および一次ステロイド生成組織の形成に必須であると考えられる。CYP11A、CYP11B、CYP21Bなどのステロイド生成P450遺伝子のプロモーター領域にあるAd4部位に結合します。転写活性化因子。性分化および一次ステロイド生成組織の形成に必須である（PubMed:27378692）。CYP11A、CYP11B、CYP21Bなどのステロイド生成P450遺伝子のプロモーター領域にあるAd4部位に結合します。また、AMH/ミュラー管阻害物質遺伝子、AHCH遺伝子、STAR遺伝子も制御します。5'-YCAAGGYC-3'および5'-RRAGGTCA-3'は、NR5A1による認識のためのコンセンサス配列です（PubMed:27378692）。 SFPQ-NONO-NR5A1複合体はCYP17プロモーターに結合し、基礎転写活性およびcAMP依存性転写活性を制御します。ホスファチジルコリンに結合します（類似性による）。ホスファチジルイノシトール（PI）基を持つリン脂質、特にPI(3,4)P2およびPI(3,4,5)P3に結合します。HIPK3によるNR5A1のリン酸化によって活性化され、cAMPシグナル伝達経路の刺激によりステロイド産生遺伝子の発現が増加します。
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	Jutkat 細胞溶解物中の STF1 発現のウェスタン ブロット分析。

